
市民の森 月例観察会 第２回 2023.5.9 

 

 

 作成：NPO法人 八ヶ岳森林文化の会 森林観察学習部会 

（Tel: 0266-75-1772 Mail: shinrin_bunka@yahoo.co.jp） 
掲示許可：茅野市 環境課 環境保全係 

  
 毎年、一般募集して結成した月例観察会メンバーにより、月一回の月例観察会を行っています。そのメンバーから市民の

森を散策される皆さんへ、メッセージをお届けします。市民の森の現在の様子（咲いている花、飛んでいる蝶など）をお伝

えしますので、ご参考に、気持ちの良い散策をお楽しみください。月例観察会は、１回参加も受け付けております。 

お問い合わせは 75-1772． 
 
記号の説明：  
①ｘｘ：ガイドブック「市民の森に集う」ｘｘページ参照 
②ｘｘ：ガイドブック２「森を楽しむ」ｘｘページ参照 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

いよいよ花の季節 (黒)   写真（悦） 

頂上広場のフデリンドウには感激。一面に薄い青色の花が広がっているさま

は夢の世界のよう。そして、道々に咲き乱れるムラサキサギゴケの可憐な様

子。淡いピンクから濃い紫までの色調に変化にうっとり。 

アオダモのひらひらする花びらにも心惹かれます。春っていいなあ。 

  
フデリンドウ          マルバアオダモ 

～今、市民の森では！～ 

茅野市 市民の森ガイドブック「市民の森に集う」

（新書版１４４ページ）は茅野市役所 環境課 環境

保全係で無料配布しております。是非、散策のお

供に！ 

茅野市 市民の森ガイドブック２「森を楽しむ」は、 
２０１７年３月に発行し、只今、３００円で販売中。 
《取扱所》 茅野市尖石縄文考古館 売店 
     茅野市北山 カフェ 午後の森 
《問合せ》 NPO法人 八ヶ岳森林文化の会 

☎： 0266- 75-1772 

昆虫もたくさん
載っています 

「初めて」が沢山 (SU)  
セスジナミシャク（背中に沢山の白い筋が交

差している）というシャクガの仲間。 

キバネツノトンボ（きれいな黄色い翅と可愛

らしい触覚）はトンボじゃなくてカゲロウの仲

間だって。 

薄紫の桐の花（高い木のてっぺんから落ちて

きたらしい）は大きくて品がある。 

コナラの雌花は地味で小さい。 

ミヤマセセリの雌雄をそれぞれ観察できた。 

ミヤマカラスアゲハ（春型の雄、美しい）が大

きく翅を開いてじっとしていてくれた。 

羽化直後のトンボ（種類は不明）を見られた

のには興奮！！ 

来月はどんな「初めて」に出会えるだろう

か。 

 
 キリ 

 
ミヤマカラスアゲハ 

 

５月観察した昆虫  （馬）（吉） 
＜蝶＞ 

●ミヤマカラスアゲハ♂♀②109 

●モンキチョウ♂♀②１１0 

●コミスジ②１１5 

●ミヤマセセリ♂♀②１１7 

●ツバメシジミ②１１１ 

 越冬タテハ類は見かけず 

＜トンボ＞ 
●シオヤトンボ♀？②１28 

●オツネントンボ②１27 

●羽化したての体長 6 センチ位の

不明種 

＜その他＞ 
●エゾハルゼミ（鳴き声）②１29 

●キバネツノトンボ②１35 

●ニワハンミョウ②１24 

●ミズカミキリ 

●ゲンゴロウ 

天候に恵まれて    （悦）          
今回も一時は雨という予報でしたが、急に晴れの予

報と変わり、暖かい観察日和に恵まれました。 

今回は、第一駐車場から６台の車に分乗し頂上へ。 

頂上広場で、フデリンドウ、ヒメハギ、キバネツノトンボ

の観察を皆でした後、２班に分かれて、北コース→

（池）→野鳥の小径を巡りました。 

雨上がりで気温も上がったので、蝶も飛び、頂上広場

は花弁を開いたフデリンドウがここにも、あそこにも。 

最大のトピックは、この時期、頂上広場でだけ観察で

きるキバネツノトンボに出会えたことでしょう。 

e 

道に咲く花 (洋) 写真（悦） 

今年もムラサキサギゴケ カキドウシ キランソウ スミレ

などが可愛らしく色も鮮やかに咲いていた。小さい花だけ

ど近づいて視ると何とも美しい。 

サジカンクビソウの葉も地面に張り付き花を咲かせる準備

中かな。 

その他にも咲き始めたミヤマザクラや桐の花を視ること

ができた。稚児百合も可愛らしかった。来月も楽しみ。  

   

ムラサキサギゴケ       キランソウ 

充実の観察会 (中) 写真（悦） 

初めて目にしたキバネツノトンボ、桐の花に感激して、 

ギンリョウソウは会えて感激 

しました。 

その他様々な植物に 

目をこらし充実の観察会 

でした。       

５月観察した花 (悦)  
ヒメハギ②７1 

カキドオシ①７５ 

ミヤマウグイスカグラ①６７ 

ムラサキケマン②68 

ヤマツツジ②79 

ムラサキサギゴケ②75 

フデリンドウ①７4 

タチツボスミレ①７７ 

ニオイタチツボスミレ①７７ 

サクラスミレ①７７ 

キランソウ①７5 

ウリハダカエデ①６８ 

ヘビイチゴ①７2 

ミツバツチグリ①７1 

ニホンタンポポ①６9 

ヤブサンザシ 

ネコノメソウ①73 

コクサギ①１３７ 

カスミザクラ ①70 

ミヤマザクラ ①70 

ズミ ①71 

マルバアオダモ ②73 

ニガイチゴ①７2 

モミジイチゴ①７2 

オトコヨウゾメ（男嫁蔵）①７6 

ミヤマガマズミ（深山莢迷）②７6 

ツボスミレ①７７ 

ヒトリシズカ①７3 

ギンリョウソウ①７6 

タニギキョウ①68 

タネツケバナ  

マムシグサ①７9 

実生のたくましさ (直)  

シナノキの実生に会えました！ 

よく見るといくつも発見。 

小さいながらも双葉をびしっと広げ、

たくましさを感じました。  

 

キバネツノトンボ 

 写真（山２） 

市民の森のいきものたち ロビー展 

市民の森に生息する「いきものたち」を 

写真で紹介します。 

お近くにおいでの折には、お立ち寄り 

ください。 

 期間： ５月２９日１０時～６月９日１５：００ 

 場所： 茅野市 市役所 １Fロビー 

 

変わった花です (悦)  

頂上で咲くヒメハギは変わってい

ます。 

 



  

あの木、何の木？ 北コース入口で (悦) 

（悦）班の宿題の木、撮った写真をアップしてミズキと

分かりました。蕾が見えます。もうすぐ開花です。 

 

  

タンポポ (矢)  

日本タンポポと西洋タンポポが仲良く並んでいました。  

  

西洋タンポポ（左） 

・総苞が反り返る 

・受粉をせず自分だけで種

子を作る （クローン） 

・年何回も花が咲き、軽い

種を沢山付け遠くまで飛

ばす。 

日本タンポポ（右） 

・総苞が閉じている 

・他花受粉のため、タネを作るに

はハチなど昆虫の手助けが必要 

・春に一回のみ花が咲くので、タネ

の量が少なく、西洋タンポポより２

倍重い。 

※NHK朝ドラ「らんまん」の情報。世界には約４００種のタンポポ

があるそう。 

様々な生き物たちとの出会い  (山２)  

朴ノ木には大きな葉っぱが茂り、ズミやエゾノコリンゴ、ミヤ

マザクラの白い花が満開など 1ヶ月間での森の中の変化にび

っくり。 

中でもオトコヨウゾメの白い花がとても可憐でした。 

「ひとりしずか」という名前も素敵ですが、不思議な花の構造

をはじめて知りました。 

  
オトコヨウゾメ           ヒトリシズカ 

 

植物ばかりではなく、森の中の様々な生き物たちとの出会い

に驚きました。 

叢の中のカナヘビ、面白い模様の小さな蜘蛛、池の中のゲン

ゴロウや水カマキリも随分久しぶりでした。 

鹿の角が落ちていたり、イノシシがミミズを食べるために掘り

起こした地面にもびっくり。 

   
シッポ再生中の二ホンカナヘビ     面白い模様の小さな蜘蛛  

楽しいね観察会  (口)  

四阿のセスジナミシャク（ガ）から観察会が始まった。 

頂上ではツバメシジミ（♀）、キバネツノトンボの脚先

が Y字、細い草に止まるとき効果を発揮しそうです。 

  

 
池でもツバメシジミ。（馬）さんから右翅裏の地色から

は♂。しかし、左側翅裏を見て個体変異かなと説明。 

  

 
春先のネジキは赤い葉から始まる。 

チゴユリちょっとした群生でシナノキの沢下で楚々と

さいていました。 

  

りゅうじょ（柳絮） （桂） 

①「りゅうじょ（柳絮）」という

言葉を初めて聞きました。綿

毛のついた柳の種子が風に乗

って舞い散る様子は、よく目に

していましたが、そんな呼び

方があるなんて素敵ですね！ 

 
②この時期、コナラの芽吹き

が銀色に輝いていました。 

今回、実（ドングリ）になる雌花

をじっくりと観察出来ました。 

風媒花なのに昆虫による受粉

も大きいとか。やはりあの新芽

の輝きに惹かれるのでしょう

か？ 
 

 

 

競演の５月 （順） 

五月晴れの観察会は青空に映える花たちが美しか

ったです。区別のポイントは葉の形状。コバノカマズ

ミ・ガマズミ・ミヤマガマズミ、そしてズミ・エゾノコ

リンゴ等、同定ポイントを教わりました。他にもアオ

ダモ、ミヤマザクラ、オトコヨウゾメなど、市民の森

は白花の競演ステージでした。 

昆虫たちも負けていない。ヤゴから羽化直後のトン

ボは、その翅が言葉にできない程の美しい透明感。

他にもカラスアゲハ、キバネツノトンボ、ゲンゴロウ

など貴重な出会いがありました。 

 

雌花 

雄花 

雄しべ 

 

雄しべの 

根元の葯 

 

雌しべ 

 

充実の観察会 (吉)  
市民の森は池も楽しませてくれます。 

夏に向かってトンボや蝶など昆虫が賑やかになり

ますがなんと、今回は久々のゲンゴロウ、 

初のミズカミキリ発見！次回も楽しみに。 

ゼンマイ食べた！ (黒)  

これがゼンマイだよ、と教えてくれる人がいたの

で、5～6本ぽきぽきと 10センチくらいのところで

折って持ち帰りました。 

さて、どうやって食べるか？ ゆでて干して手でも

んで、などとやるには少なすぎる。 

そこでワラビと同じように、重曹をふりかけ、熱湯

をかけて一晩そのまま放置。 

翌朝、きれいな緑色で、おいしそうに出来上がり。 

葉ごたえ十分、シャキシャキして、とてもおいしかっ

たです！来年はもう少し多く採りたいな。 

頂上のツバメシジミ（♀）     池のツバメシジミ（？） 

 

ネジキ           チゴユリ 

セスジナミシャク         キバネツノトンボ 

 

後日談： （馬） 

雌雄を判定するには、翅表の確認も必要でした。 

なので、この個体は雌雄不明ということで。 

 
何だこれは？ （悦）   見上げると枝にも 写真（悦） 

  

 
＜推理＞ 

第１にガイドブック②36のオレンジ色のドロドロでは？ 

（昭）さんは宿題の回答としてこう考えた。 

春先 新陳代謝の活溌なカエデやミズナラ等の傷口から

出る、糖分の多い樹液に、昆虫類に付着したフザリウム属

の菌(赤色色素)が運ばれ、‘樹液酵母’  が繁殖して、この

様な糊状になる。時間がたち、樹液も収まると、色も薄い黒

色に変わり、無くなる。  これは、地上に落下した物。 

第２にキノコでは？ 

（悦）さんは、第１も考えたが、キノコの講師に「キノコじゃな

いですよね」と聞いてみた。 

「キノコです。コガネニカワタケか 類似の Tremella 

brasiliensis かな？ ピンク色のハナビラニカワタケも老

熟すると上から落ちてきます。」 

出会った不思議を推理するのも楽しいことですね。 

落とし物 写真（昭）        

植物も昆虫も  (珠)  写真（山２）   

フデリンドウの絨毯に感激しました。 

踏まないようにしてあげたいのに満開すぎて。 

踏まれてもクニュと立ち上がる 

外柔内剛な瞬間をみて一層 

愛おしくなりました。 

とんぼの羽化もすばらし 

かったです。 

植物と昆虫どちらも一生懸命 

生きているのですね。 

来月も楽しみです。 

大株立ち（悦） 
野鳥の小径の途

中の広場にある

カスミザクラの

大株立ち。 

残念ながら花は

終わっていまし

た。 

    
  ニガイチゴ     ミツバツチグリ   タチツボスミレ   タネツケバナ 


